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 はじめに：シリカ鉱物は、幅広い温度圧力
条件下において 23 以上の多形を持つことが
知られている [1]。例えば、シリカ鉱物の一
つであるトリディマイトは、400℃以下で準
安定相を含む 8 つの多形を持ち、常温では異
なる 3 つの結晶系が存在する [2]。本研究で
は、これらのシリカ鉱物の特性から、1200-
400 ℃以下に至るまで、幅広い温度範囲でシ
リカ鉱物が熱史を推定するのに有用である
ことを示してきた [3, 4]。しかし、期待され
る冷却速度は 10^-4 ℃/yr と非常に遅いため、
実験ではシリカ鉱物の相転移による冷却速
度の定量的な推定には至らなかった。そこで
本研究では、400℃以下の冷却速度を定量的
に推定可能な Fe-Ni メタルとシリカ鉱物の両
方を含むメソシデライトに着目した。メソシ
デライトは、メタルとシリカ鉱物だけでなく、
800℃程度での冷却速度を定量的に推定可能
な輝石も含まれている。そのため、メタルと
輝石が示す冷却速度と存在するシリカ鉱物
の相や形態を比較することで、シリカ鉱物に
よる高温〜低温における定量的な冷却速度
を見積もることができると期待される。 
 結果：試料には、メソシデライトの中で熱
変成度が最も低いと報告された  [5] NWA 
1878 とその次に低い熱変成度の Vaca Muerta
を用いた。Vaca Muerta のシリカ鉱物は、単斜
晶系のトリディマイトのみが存在していた。
NWA 1878 中では、先行研究 [5] 同様、クリ
ストバライトと石英が確認され、それらは集
合体を成していることが新しく観察された。
クリストバライトには、高温型から低温型に
相転移する際にみられる“fish-scale”と呼ば
れる割れが存在していた。クリストバライト
には 1 µm 以下の包有物が含まれていた。 

 考察と結論：先行研究より、トリディマイ
トは徐冷によりメルトから晶出する場合と
クリストバライトから相転移によって形成
される場合がある [4]。Vaca Muerta 中の Fe-
Ni メタルから見積もられた冷却速度は 10^-
7 ℃/yr と徐冷であり [6]、トリディマイトの
存在はその冷却速度と整合的な結果となっ
た。しかし、NWA 1878 中でトリディマイト
が存在していないことから、クリストバライ
ト晶出後は速やかに冷却されたことを示唆
している。先行研究では輝石の離溶ラメラか
ら、NWA 1878 が 850 ℃程度において 0.01 ℃
/day 以上の冷却速度を経験したと見積もら
れている [5]。このことから、クリストバラ
イトは 0.01 ℃/day の冷却速度ではトリディ
マイトに相転移しないことが推測される。一
方で、近年新しく見つかった Erg Chech 002 
(EC 002)では、クリストバライトとトリディ
マイトの集合体の存在が報告されており、冷
却速度が~1200−1000°C で 0.003-0.014 ℃/day
であると見積もられている [7-9]。以上のこ
とから、クリストバライトがトリディマイト
に相転移する冷却速度は、0.003-0.01 ℃/day
以下であることが示唆された。 
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